
都市再生整備計画

佐野
さ の

駅周辺
えきし ゅ う へ ん

地区

栃木県　佐野
さ の

市

平成１９年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 146 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標　にぎわいと交流の拠点整備による新市の顔づくり

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

団体/年 平成１７年度 平成２３年度

人/日 平成１８年度 平成２３年度

％ 平成１７年度 平成２３年度

・佐野市は、平成17年２月28日に旧佐野市、田沼町、葛生町が合併し、人口12万７千人（Ｈ18.4.1）の新「佐野市」となった。
・地区内には、市役所やJR佐野駅・東武佐野線佐野駅や商店街、市民のシンボルである城山公園などがあり、古くから地域の行政、文化、経済の中心であり、新「佐野市」の顔となるべき地区である。
・昭和56年度から平成12年度にかけて、佐野駅南土地区画整理事業が施行され、中心市街地の核となる区域の基盤整備が行われた。
・平成15年４月には、駅の南北を結ぶ自由通路が供用開始され、駅の景観が一新されるとともに、駅北口に隣接する城山公園へのアクセスが向上した。
・平成17年度には、駅舎の橋上化に伴い発生した駅舎跡地を活用した交流の場整備のための検討委員会が設置され、市民を含めたメンバーにより計６回の検討を行っている。

計画期間 交付期間 23

目標１　新市の顔となる拠点の形成
目標２　拠点間のネットワーク形成による街の奥行きの形成
目標３　新市の市民が一体となる全市的な交流活動の推進

都道府県名 栃木県 佐野市
さ の し

佐野駅周辺
さのえきしゅうへん

地区

・佐野駅周辺を核とした中心市街地は、郊外の大型商業施設が活況を呈しているのとは対照的に衰退が進んでいて空き店舗も目立ち、市民や域外からの来街者が減少している傾向となっている。
・佐野駅南土地区画整理事業(10.1ha)で整備された駅前広場や幹線道路も、滞留人数が少なくにぎわいに欠けているため、街の顔を形成するには至っていない。
・また、幹線道路も半断面の整備にとどまり歩道や街路樹が整備されていない区間があるため、快適な歩行者空間が形成されていない。
・地区内には、週末に路上ライブが行われている駅前広場や人間国宝田村耕一陶芸館、大勢の参拝者が訪れる佐野厄よけ大師、かつての宿場町の面影を残す古い街並みなどが点在し、周辺部には良好な水辺空間を提供する秋山
川などもあるが、これらがネットワーク化されていない状況である。
・このため、新市の顔となる佐野駅周辺に新市のシンボルとなる交流拠点を整備し、各種施設の案内機能を果たすとともに、各種施設間の移動の円滑化を図る必要がある。
・また、合併間もないこともあり新市の一体感に乏しく、全市が一体となった活動やイベントにより市民意識の醸成を図る必要があり、このためには新市のシンボルとなる交流施設を整備し、広域的な市民活動を誘発する必要がある。

（佐野市都市計画マスタープラン）
・平成15年４月に策定された佐野市都市計画マスタープランでは、佐野駅周辺の広域商業拠点である中心商業地については、西側の観光拠点や東側の幹線道路も含んだ形で集積を拡大するとともに、交通条件を活かして複合機能
集積による高度利用と景観形成及び集客性を高めることとされている。
（新市建設計画）
・平成16年２月に策定された新市建設計画では、本地区は北関東の中核都市にふさわしい都市機能を分担する都市核の一つとして位置づけられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

3810

幹線道路の歩行者数 幹線道路を往来する歩行者の人数 拠点形成と移動環境整備による交流人口の増加を図る。 710 850

交流施設の利用者数
中央公民館、万葉の里・城山記念館、地域交流センターの
利用団体数

拠点形成による交流活動の増加を図る。 3175

8.0空き店舗率 佐野駅周辺地区の空き店舗率 交流活動の活発化により、空き店舗率を低減させる。 11.3



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動

　地域交流センターの有効利用を図るため、指定管理者制度の活用などにより民間の創意工夫をとりいれた運営を図る。

○街なみ形成を図るための方策について

　佐野駅周辺の地域資源である城山公園や新装なった自由通路との景観面での調和を考慮して、当地区にふさわしい顔づくりを行う。

・道路事業（市道１級２号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野４５号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７２号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野８１号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野８０号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野４７号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野５３号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道植野６５号線踏切り拡幅）〔基幹事業〕
・まちづくり活動推進事業（中心市街地まちづくり推進事業)〔提案事業〕
・地域創造支援事業（公共交通利用促進事業）〔提案事業〕
・県道黒袴迫間線鉄道立体横断施設〔関連事業〕

整備方針－３　（新市の市民が一体となる全市的な交流活動の推進）
交流拠点整備やイベントなどにより、合併による新市市民が一体となった交流活動を推進する。
・交流拠点整備による市民活動の誘発
・イベント等による広域交流活動の推進

・地域生活基盤施設（駅前交流広場）〔基幹事業〕
・高次都市施設（地域交流センター整備）〔基幹事業〕
・高次都市施設（観光交流センター整備）〔基幹事業〕
・地域創造支援事業（にぎわい創出活動支援事業）〔提案事業〕
・地域創造支援事業（空き店舗活用にぎわい支援事業）〔提案事業〕
・まちづくり活動推進事業（中心市街地まちづくり推進事業）〔提案事業〕

方針に合致する主要な事業

整備方針－１　（新市の顔となる拠点の形成）
駅周辺に新市のシンボルとなる施設を整備し、「新市の顔」となる拠点を形成する。
・駅舎跡地を活用した新市市民の交流拠点の整備
・中心部の貴重な資源である城山公園と一体となったイベント広場の整備

・地域生活基盤施設（駅前交流広場）〔基幹事業〕
・高次都市施設（地域交流センター整備）〔基幹事業〕
・高次都市施設（観光交流センター整備）〔基幹事業〕
・地域創造支援事業（花のあるまちづくり事業）〔提案事業〕
・地域創造支援事業（公共交通利用促進事業）〔提案事業〕

・地域生活基盤施設（市営駐車場整備事業）〔基幹事業〕
・地域生活基盤施設（まちなか情報案内板設置事業）〔基幹事業〕
・地域生活基盤施設（中央公民館駐車場整備事業）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２２号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７０号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７８号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野５４号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２４号線舗装改修）〔基幹事業〕

・道路事業（市道佐野２５号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２９号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道２級１０４号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２６号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２７号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道２級１０３号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野１３号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野２１号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７４号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７５号線舗装改修）〔基幹事業〕
・道路事業（市道佐野７９号線舗装改修）〔基幹事業〕

整備方針－２　（拠点間のネットワーク形成による街の奥行きの形成）
来街者の利便性を向上させるとともに、拠点間の移動を円滑化するネットワークを形成する。
・来街者の利便性を高める駐車場の整備
・ボトルネックとなる踏切りの拡幅整備
・主要施設間の歩行環境の改善、未整備区間の整備機運醸成



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 L=150m、W=4ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 1 1 1 1

道路 市道佐野７０号線舗装改修 市 直 L=800m、W=8～11ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 31 31 31 31

道路 市道佐野７８号線舗装改修 市 直 L=150m、W=7ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 4 4 4 4

道路 市道佐野５４号線舗装改修 市 直 L=450m、W=11ｍ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 16 16 16 16

道路 市道佐野２４号線舗装改修 市 直 L=100m、W=3ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 1 1 1 1

道路 市道佐野２５号線舗装改修 市 直 L=100m、W=6ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 1 1 1 1

道路 市道佐野２９号線舗装改修 市 直 L=390m、W=6ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 8 8 8 8

道路 市道２級１０４号線舗装改修 市 直 L=540m、W=7ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 10 10 10 10

道路 市道佐野２６号線舗装改修 市 直 L=270m、W=5ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 3 3 3 3

道路 市道佐野２７号線舗装改修 市 直 L=120m、W=6ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 2 2 2 2

道路 市道２級１０３号線舗装改修 市 直 L=280m、W=10ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 9 9 9 9

道路 市道佐野１３号線舗装改修 市 直 L=450m、W=7ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 8 8 8 8

道路 市道佐野２１号線舗装改修 市 直 L=130m、W=7ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 2 2 2 2

道路 市道佐野７４号線舗装改修 市 直 L=80m、W=6ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 1 1 1 1

道路 市道佐野７５号線舗装改修 市 直 L=90m、W=7ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 2 2 2 2

道路 市道佐野７９号線舗装改修 市 直 L=390m、W=6ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 5 5 5 5

道路 市道１級２号線舗装改修 市 直 L=340m、W=7.5ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 11 11 11 11

道路 市道佐野４５号線舗装改修 市 直 L=210m、W=4.5ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 2 2 2 2

道路 市道佐野７２号線舗装改修 市 直 L=130m、W=5.5ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 2 2 2 2

道路 市道佐野８１号線舗装改修 市 直 L=120m、W=4ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 1 1 1 1

道路 市道佐野８０号線舗装改修 市 直 L=100m、W=5ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 1 1 1 1

道路 市道佐野４７号線舗装改修 市 直 L=300m、W=4.5ｍ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ 3 3 3 3

道路 市道佐野５３号線舗装改修 市 直 L=480m、W=11ｍ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ 17 17 17 17

道路 市道植野６５号線踏切り拡幅 市 直 L=7.3m、W=8ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 60 60 60 60

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 市 直 Ａ＝3,400㎡ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ２１ 60 15 15 15

地域生活基盤施設 市 直 ２基 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ２１ 2 2 2 2

地域生活基盤施設 市 直 Ａ＝2,270㎡ Ｈ１９ Ｈ２１ H１９ Ｈ２１ 255 255 255 255

地域生活基盤施設 市 直 Ａ＝1,460㎡ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 103 25 25 25

高質空間形成施設

高次都市施設 市 直 Ａ＝484.6㎡ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ２１ 194 194 194 194

高次都市施設 観光交流センター 市 直 Ａ＝117.7㎡ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ２１ 49 49 49 49

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

住宅市街地
総合整備
事業

地域交流センター

（参考）事業期間

駅前交流広場

中央公民館駐車場整備事業

直／間事業主体事業箇所名 規模

339.0交付対象事業費 849.5 交付限度額

－

事業

市道佐野２２号線舗装改修
細項目

国費率 0.4

まちなか情報案内板設置事業

市営駐車場整備事業

交付期間内事業期間
うち民負担分



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
（参考）事業期間

直／間事業主体事業箇所名 規模

339.0交付対象事業費 849.5 交付限度額

事業
細項目

国費率 0.4

交付期間内事業期間
うち民負担分

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 864 741 741 741.0 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 直 一式 Ｈ１９ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 2.5 2.5 2.5 2.5

民間 間 一式 Ｈ１９ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 72.0 72.0 40.0 40.0

にぎわい創出活動支援事業 民間 間 一式 Ｈ１９ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 17.2 17.2 11.5 11.5

公共交通利用促進事業 地域交流センター内 市 市 一式 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ２１ 48.0 48.0 48.0 48.0

0

0

市 直 一式 Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 6.5 6.5 6.5 6.5

333.0 0

合計 146 479 109 108.5 …B
合計(A+B) 849.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

県 国土交通省 Ｌ＝533m ○ Ｈ１４ Ｈ２１ 2,800

合計 2,800

事業主体 全体事業費

細項目
花のあるまちづくり事業

中心市街地まちづくり推進事業 佐野駅周辺地区

5.7

事業箇所名

東武佐野線立体交差部

佐野駅周辺地区
地域創造
支援事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間

空き店舗活用にぎわい支援事業

所管省庁名

佐野駅周辺地区

事業活用調
査

事業

県道黒袴迫間線鉄道立体横断施設

まちづくり活
動推進事業

佐野駅周辺地区

規模

38

事業期間（いずれかに○）

うち民負担分

0

32.0



都市再生整備計画の区域

佐野
さ の

駅
え き

周辺
しゅうへん

地区（栃木県佐野
さ の

市） 面積 146 ha 区域
若松町、天神町、朝日町、伊賀町、大蔵町、大町、本町、万町、高砂町、天明町、大和町、
金井上町、金屋仲町及び亀井町、金屋下町、大祝町、金吹町の一部

至栃木

至足利

佐野藤岡I.C

至小山

佐野駅

佐野新都市

至
足
利

凡　例

計画区域

用途地域



交流施設の利用者数（団体/年） 3175 （１７年度） → 3810 （２３年度）

幹線道路の歩行者数 （人/日） 710 （１8年度） → 850 （２３年度）

空き店舗率 ％ 11.3 （１７年度） → 8.0 （２３年度）

佐野駅周辺
さ の え き し ゅ う へ ん

地区（栃木県佐野
さ の

市）　整備方針概要図

目標

目標１　新市の顔となる拠点の形成
目標２　拠点間のネットワーク形成による街の奥行きの形成
目標３　新市の市民が一体となる全市的な交流活動の推進

代表的
な指標


